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茨城県では 2024年度より外国人支援における重点校（ 2
校 ）と支援校（5校 ）という学校間の支援の枠組みを作っており、
重点校で外国人支援相談員を担う教員が支援校を回ってサポー
トしています。 

重点校の 1校である茨城県立石下紫峰高校は、1年次の定員
160人のうち 40人を外国人特例選抜で受け入れており、共
通選抜で入ってくる外国籍生徒も含めて全体の 3割が外国籍、
2024年 4月 9日時点で 19国籍（ 日本国籍および二重国籍含
む ）の生徒が集まっています。 

石下紫峰高校の 1年次の授業の多くは 1クラスを 2つに分け
た取り出し授業やチームティーチングで行っており、丁寧に指
導しています。また、ムスリムの生徒からの要望に応じて、お
祈りの部屋を整備しました。その他、（ 認定 NPO）茨城 NPO
センター・コモンズと相談し、外国ルーツの生徒相互で情報交
換をしたり助け合ったりできるような「 コミュニティ」があっ
たら良いのではないかと考え、使用頻度が下がっていた視聴覚
室を整備して昼食時に開放するようにしました。すると、パキ
スタンやインド、スリランカ、フィリピン、ガーナなどの外国
籍だけではなく、日本人も集まる多文化な空間になりました。 

石下紫峰高校では、地元の企業と連携して職業体験を行っ
ています。1年次で 3日間のインターンシップを行い、2年次は
デュアルシステムで水曜日の 5・6時間目に近隣企業で就業体
験を行っています。そのインターンシップの中で地域課題を発
見し、取り組む活動も行っています。生徒がインターンシップ

で行った幼稚園や保育園で、先生が外国籍園児とのコミュニ
ケーションに課題を抱え、携帯電話の通訳アプリや通訳機器で
は必ずしも園児に適した言葉が出てこなかったり、機器を持ち
歩けなかったりしていることがわかったのです。そのため、幼
稚園で使いそうな言葉を校内の生徒たちで 9か国語に翻訳し
たテキストを作成したところ、幼稚園教諭からは、「 保育所で
使いそうな言葉をよく考えてくれている 」、「 話しかけた子ど
もがより耳を傾けるような姿になった 」、「 教員がポルトガル
語を話そうとする姿を見て、保護者がうれしい様子だった 」
と好評でした。この活動は、茨城県の IBARAKIドリームパス
AWARDで 2022年度の総合グランプリを獲得しました。活動
メンバーの 1人は、卒業後、コモンズに就職し、学校内での通
訳として活動することによって、後輩たちのロールモデルとも
なっています。 

この他、外国ルーツの生徒の母国での文化習慣と日本のルー
ルとがうまく合わない場合に、コミュニティリーダーに来校し
てもらい、お話しいただくという活動を行い、関わりもつく
り始めています。さらに、日本語教育における筑波大学や（ 一
財 ）日本国際協力センター（ JICE） の支援、常総市との地域連
携など、学校を支えるコミュニティが広がりつつあります。 

視聴覚室を使ったお祈りのスペース

昼食時に外国ルーツの生徒が集うコミュニティ

会に向けた多様な教育のあり方について」』から紹介します。（ 認
定 NPO）カタリバが群馬県との連携協定の下で、県内企業の協力
を得て実施した、高校生のインターンシップ（多文化共創担い手
育成事業「Rootsインターン」）です。 

外国ルーツの高校生が、地域企業でインターンシップを行う機
会を創るには、関係者の連携や企業内での理解促進などの工夫が
求められます。学校教員が通常勤務の傍らでその仕組みづくりを
するには難しさもあります。群馬県は、この課題に対し、県内企
業に外国ルーツの生徒のインターンの受入協力を呼びかけるとと
もに、カタリバがこれまで培ってきた知見を活かして学校と企業
をつなぐことで、仕組みを整えました。この企業でのインターン
で、生徒は学校で見せるのとは違った一面を発揮したそうです。 

外国ルーツの生徒が学校外の活動に参加している様子からは、
学校の中では捉えきれていない力に気づかされることがあります。
例えば、広い視野、寛容性、可能性を探る力、決断力、コミュニ
ケーションの力、そして、人に手を差し伸べる姿勢などです。ま
さに、卒業後に共生社会の一員として羽ばたいていくときに求め
られる力です。地域社会での活動では、生徒たちのこうした力が
発揮され、周囲に認められることがよくあります。それは、彼ら
が持つ力を企業や地域社会に知ってもらうチャンスでもあります。
外国ルーツの生徒の力を、社会の次世代を担う存在だという点に
目を向けて多面的に評価するとともに、その力が引き出される社
会参加の場を創ることが重要です。 
また、外国ルーツの生徒は、母語や母文化という文化的・言

語的資源を有していますが、それを地域社会で活かす機会を設
けることも期待されます。次に、茨城県立石下紫峰高校が実施し
たキャリア教育で、外国にルーツをもつ生徒が母語の力を強みに、
地域課題の解決に貢献した例を紹介します。 
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6766 第2章　各分野の課題と取り組み


